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公共建築物定期点検仕様書 

 

１  業務の概要                                                     

 本業務の受注者（ 以下「 乙」 と いう 。） は、 神戸市（ 以下「 甲」 と いう 。） が所有又は管理する公

共建築物定期点検（ 以下、「 定期点検」 と いう 。） 対象施設について、 建築基準法第 12 条第 2 項及

び第 4 項に基づき 、 損傷、 腐食その他の劣化の状況等を 点検し 、 報告書を作成の上、 甲に内容を

説明する 。 特に、 人身事故のおそれなど人命に関わる不具合については、 点検後すみやかにその

状況や危険性を甲に報告し 説明する。  

なお、 点検の実施方法等の詳細については、 各特記仕様書を適用する。  

 

２  業務の対象                                                       

 別表「 公共建築物定期点検 対象施設および提出部数一覧表 兼 システム利用申請書」（ 以下、

仕様書別表と いう 。） のと おり と する。  

 

３  点検者の資格                                                      

 本業務において、 点検及び点検票の記入は、 建築基準法第 12 条第 2 項及び第 4 項に規定する定

期点検有資格者又は、平成 28 年国土交通省告示第 483 号の第 2 および第 4 に定める要件により 資

格者証を 有し ているも のと する。  

 

４  点検作業における注意事項                                                 

( 1)  現地での点検にあたっ ては、 当該施設の管理を 担当する者（ 以下「 施設管理者」 と いう 。）

の立会い協力が必要であるため、 実施日時等については、 施設管理者と 事前に十分調整を行

なう こ と 。 また、 同様の点検や作業等がある場合は極力日程を 合わせるなど、 施設運営への

影響を最小限に留めるよう 努めるこ と 。  

( 2)  点検にあたっ ては、 法令を 遵守するこ と 。  

( 3)  点検・ 判定は、 前回の定期点検の指摘事項について状態確認を 行う と と も に、 点検者の責任

を も っ て施設全体を点検・ 判定するこ と 。  

( 4)  点検・ 判定は、 施設の規模に応じ た人数で連携し て行う こ と 。 特に安全上重要な項目の判定

は、 詳細を確認の上慎重に決定するこ と 。  

( 5)  施設関係者や利用者、 構造物、 備品等に傷害・ 損傷等を与えないよう 十分留意し 、 必要に応

じ て適切な対策を 行っ た上、 点検を 実施するこ と 。 万一、 傷害・ 損傷等を与えた場合は、 乙

の負担と 責任において対応を 行う こ と 。 損傷等については、 速やかに原状復旧するこ と 。  

( 6)  現地での点検にあたっ ては、 腕章等を 着用するなど身分が明確と なるよう にするこ と 。  

( 7)  点検に際し 、 シャ ッ タ ーやオペレ ータ ー窓等の操作、 作動を要するも のは、 点検内容、 手順

等を 施設管理者と 打ち合わせの上、 事故の起こ ら ないよう 十分注意するこ と 。  

( 8)  アスベスト を 含む材料等を 使用し ている箇所の点検にあたっ ては、 破損及び飛散等がない
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よう 注意するこ と 。  

( 9)  緊急も し く はおおむね一年以内に補修・ 改善等の対応が必要と 判断するも ので人身事故等

の安全面の不具合については、 点検後すみやかに施設管理者に連絡すると と も に、 報告書

を 作成し 、 甲に報告するこ と 。 様式は任意と する。（ 参考様式 1-8）  

( 10)  施設の老朽化に伴い、 コ ンク リ ート 片の落下や屋外照明柱の倒壊などの事故が相次いで発生

し ているため、 事故の未然防止の観点から も 点検を 行う こ と 。  

 

５  成果品                                                         

( 1)  業務完了時に成果品と し て提出する図書（ 様式） 及びその整理方法・ 部数は、 仕様書別表、

特記仕様書及び成果品作成要領に従う こ と 。 また、 施設ごと （ 同一施設であっ ても 複数棟に

分かれている場合は棟ごと ） にまと めて提出するこ と 。  

( 2)  乙は、 成果品を 甲へ引き 渡す際に、 その内容について説明を行う こ と 。  

( 3)  報告様式は、 神戸市建築住宅局のホームページに掲載の最新のも のを用いる こ と 。   

ht t ps: //www. ci t y. kobe. l g. j p/a82789/busi ness/t odokede/j ut akut oshi kyoku/hozen/tei ki t enken. html  

 

６  その他                                                          

 

( 1)  乙は、 業務受注後すみやかに「 業務責任者・ 担当者名簿」 及び「 業務工程表」 を提出し 、 甲

の承諾を 受けるこ と 。  

( 2)  定期点検システム( 有償) を 用いて報告書を 作成する場合は、 神戸市建築住宅局のホームペー

ジを 参照するこ と 。尚、システムによる作成の要否については、仕様書別表を 確認するこ と 。  

ht t ps: //www. ci t y. kobe. l g. j p/a82789/busi ness/t odokede/j ut akut oshi kyoku/hozen/tei ki t enken. html  

 

 

７  参考図書                                                          

 定期点検において参考と なる図書を 以下に示す。 なお、 使用する 際は最新版を使用のこ と 。  

 

( 1)  特定建築物等定期調査業務基準 

     ( 一財) 日本建築防災協会 編集・ 発行 

( 2)  国の機関の建築物の点検・ 確認ガイ ド ラ イ ン 

     国土交通省大臣官房官庁営繕部計画課保全指導室 監修│( 財) 建築保全センタ ー 編集・ 発行 

( 3)  タ イ ル外壁及びモルタ ル塗り 外壁定期的診断マニュ アル 

     ( 社) 建築・ 設備維持保全推進協会 発行 

( 4)  建築設備定期検査業務基準書 

     国土交通省住宅局建築指導課 監修│( 財) 日本建築設備・ 昇降機センタ ー 発行 

https://www.city.kobe.lg.jp/a82789/business/todokede/jutakutoshikyoku/hozen/teikitenken.html
https://www.city.kobe.lg.jp/a82789/business/todokede/jutakutoshikyoku/hozen/teikitenken.html
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( 5)  建築物点検マニュ アル・ 同解説 

     国土交通省大臣官房官庁営繕部 監修│( 財) 建築保全センタ ー 発行 

( 6)  建築保全業務共通仕様書 

     国土交通省大臣官房官庁営繕部 監修│( 財) 建築保全センタ ー発行 



令和 年度　公共建築物定期点検　対象施設および提出部数一覧表　兼　システム利用申請書 仕様書【別表】

2025 . 7

施設コード

施設I D
棟

番号

内部施設

番号
データ 印刷物

[○] : 業務の対象、[初]: 業務の対象( 初回点検)、[─]: 本業務の対象外、[ / ] : 対象設備無し

要 否 アカウント

※　業務内容の詳細については、各特記仕様書を参照のこと。

※　提出書類の内容について、成果品作成要領を参照のこと。

※　定期点検システム(有償)を用いて報告書を作成する場合は、神戸市建築住宅局保全課のホームページを参照のこと。https: //w w w . city. kobe. lg . j p /a82789/business/todokede /j u taku tosh ikyoku /hozen /teik itenken . h tm l

■（ 定期点検システム利用時） 発注者情報

部署名等

部署名等

部署名等

※発注者の必要アカウント数に応じて、アカウントの送付先を指定すること。

送付先③ 担当者 電話番号

送付先② 担当者 電話番号 アドレス

送付先① 担当者 電話番号

備考

提出部数

発注者等

保管用

必要アカウント数(発注者)

延床面積

（ ㎡）

点検対象

延床面積

（ ㎡）

前回の

点検結果

○: 有

×: 無外壁
全面点検

業務内容 ※

建設

年度
構造 階数

建築物
防火

設備

建築

設備

アドレス

アドレス

No. 施設名称 棟名称

行

政

区

住所

定期点検システム(有償)を用いて報告書を作成

https://www.city.kobe.lg.jp/a82789/business/todokede/jutakutoshikyoku/hozen/teikitenken.html


令和 年度　公共建築物定期点検　対象施設および提出部数一覧表　兼　システム利用申請書 仕様書【別表】

施設コード

施設I D
棟

番号

内部施設

番号
データ 印刷物

■1 棟1 施設の場合

1
A-1234-

00
01 01 東灘区 ☆☆町4-5-6 初 ─ 初 初 H23 S 2 435 435 ×

■1 棟に複数の施設が入っている場合

2
A-1234-

00
01 01 中央区 ○○町1-2-3 ○ ○ ○ 初 S51 S 3 676 676 ○ 1 3

■複数の棟がある場合 灘区

北棟
A-1234-

00
01 01 灘区 ▲▲町3-2-1 ○ ─ ○ 初 H2 RC 3 2453 ○

南棟
A-1234-

00
02 02 灘区 ▲▲町3-2-1 ○ ─ ○ 初 H5 RC 3 2350 ○

屋内運動

場棟

A-1234-

00
03 02 灘区 ▲▲町3-2-1 ○ 初 ○ 初 H15 S 1 2049 ○

■1 棟に複数の施設が入っており、やむを得ず一部の施設のみ点検する場合

4
A-1234-

00
01 01 北区 ■■町4-3-2 ○ ─ ○ H3 RC 6 4324 676 ○ 市営■■住宅の一部

[○]: 業務の対象、[初]: 業務の対象(初回点検) 、[─]: 本業務の対象外、[ / ] : 対象設備無し

要 否 アカウント

※　業務内容の詳細については、各特記仕様書を参照のこと。

※　提出書類の内容について、成果品作成要領を参照のこと。

※　定期点検システム(有償)を用いて報告書を作成する場合は、神戸市建築住宅局保全課のホームページを参照のこと。https: //w w w . city. kobe. lg . jp /a82789/business/todokede /ju takutosh ikyoku /hozen /teik iten ken . h tm l

■（ 定期点検システム利用時） 発注者情報

部署名等

部署名等

部署名等 アドレス

※発注者の必要アカウント数に応じて、アカウントの送付先を指定すること。

送付先③ 担当者 電話番号

アドレス ●●@ office . city. kobe. lg . jp

送付先② （ 例） ●●福祉法人 担当者 ●● 電話番号 ●● アドレス ●●

送付先① （ 例） ●●課 担当者 ●● 電話番号 ●●

必要アカウント数(発注者)

☆☆児童館

○○地域福祉センター・

○○児童館・○○保育所

3

▲▲小学校・

▲▲地域福祉センター

6852▲▲小学校

▲▲小学校

■■保育所

定期点検システム(有償)を用いて報告書を作成

提出部数

備考
建築物

建築

設備

防火

設備

発注者等

保管用

外壁
全面点検

建設

年度
構造 階数

延床面積

（ ㎡）

点検対象

延床面積

（ ㎡）

前回の

点検結果

○: 有

×: 無

業務内容 ※

No. 施設名称 棟名称

行

政

区

住所

備考欄を追加して、併設

複数棟ある施設は棟名を必ず記入してください。

点検対象部分のみの面積を記入してください。

発注者において必要部数を判断し記入してください。

例) 合築施設の場合は所管課の数、指定管理者施設の場合は指定管理者と所管課分

構造:

RC: 鉄筋コンクリート造、SRC: 鉄骨鉄筋コンクリート造、

S: 鉄骨造、W : 木造、他: それ以外

各棟の延面積の合計を記入してください。

他業務で実施する場合に「－」で記入してください。

発注者において、システムから報告内容を確認するために必要なアカウント数（ 確認を行う組織・部署毎に1アカウント） を記入くだ

さい。

※指定管理者が定期点検業務を発注する場合は、アカウントが必要となるため、「２ 」アカウントと記載ください。

発注者の必要アカウント数に応じて、

アカウントの送付先を記入してください。

赤字は発注者が記入する内容

青字は受注者が記入する内容

システム初回利用時は、施設名称・棟名称を記載のうえ、施設

コードは保全課までお問合せください。

https://www.city.kobe.lg.jp/a82789/business/todokede/jutakutoshikyoku/hozen/teikitenken.html
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公共建築物定期点検【建築物】特記仕様書 

 

１  目的                                                          

 本仕様書は、 公共建築物定期点検（ 以下、「 定期点検」 と いう 。） のう ち、 建築物の定期点検の実

施に関し 必要な事項等を 定めたも のである。  

 

２  点検項目                                                       

 平成 20 年 3 月 10 日国土交通省告示第 282 号（ 以下、「 告示第 282 号」 と いう 。） 別表及び神戸

市建築基準法施行細則第 7 条第５ 項に記載の全ての項目と する。  

 

３  点検の方法・進め方                                                 

( 1)  定期点検の実施にあたっ ては、 甲から 提示する資料や、 施設管理者へのヒ アリ ン グその他に

より 事前に施設の状況を 把握の上、 現状の建築物の平面図、 配置図等から 定期点検用の図面

（ 以下「 白図」 と いう 。） を 作成し 、 現地において漏れが生じ ないよう 定期点検の方法、 内容

について十分に確認し 、 効率的な実施にあたるこ と 。  

① 甲から 提示するも の 

  前回の定期点検記録一式（ 初回点検時を除く ）  

 なお、概要書記載事項一覧表を 保有し ている施設については、合わせて提示する。 

  他の専門家による点検・ 調査の記録等 

② 施設管理者へのヒ アリ ングその他により 確認するも の 

  増改築、 用途変更、 増設および改修等履歴 

  不具合の発生状況等 

( 2)  定期点検は、 目視、 打診、 触診及び動作確認並びに赤外線装置・ 可視カ メ ラ・ センサー等の新

技術等により 行う も のと する。原則と し て、足場の架設等の特別な準備は行わない。高い天井

面、 急傾斜の屋根面等の通常の手段で接近でき ない箇所は、 双眼鏡等により 可能な範囲で点

検する。また、室内に設置さ れた重量機械器具、収納さ れた重量物品等の移動が困難な場合に

は、 そのままの状態で点検する。  

なお、 特定天井については、「 特定天井定期調査について（ 技術的助言）（ 平成 27 年 1 月 13 日

国住指第 3740 号）」 を 参考にするこ と 。  

( 3)  定期点検において、 要是正箇所並びに特記すべき 事項がある と 判断するも のについては、 白

図に記入の上、 写真を 撮影し 、 定めら れた様式に整理する。  

( 4)  定期点検の実施にあたっ ては、 特に以下の点に留意し て行う こ と 。  

① 前回の定期点検において指摘さ れた各事項について、 その後の処置状況や劣化の進行状

態（ 初回点検時は除く 。 ただし 、 前回点検の指摘事項のみを確認し て足り るも のではな

く 、 施設全体の点検を 行う こ と 。）  

② 増改築、 用途変更等及び工作物の増設等の履歴と 、 こ れら があっ た場合の建築物全体と

し ての安全性 

③ 部材落下による人身事故のおそれや、 火災発生時等に法の求める被害の拡大防止および

避難確保が図れないなど安全面で緊急対応が必要な箇所の確認 

（ 例： タ イ ル仕上げの外壁の劣化状況の点検において、 人の通り がある個所で手の届く 範囲

は、テスト ハンマー等の打診による点検を でき る限り 悉皆的に行う ( 特定建築物定期調査

業務基準( 2025 年改訂版) 参照) ）  
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( 5)  告示第 282 号別表「（ ろ ） 調査方法」 欄において、 他の点検の記録により 確認するこ と で足り

ると さ れている 項目については、 他の点検の実施状況を 確認し 、 その結果を 点検結果表に記

載する。  

( 6)  吹付け石綿及び含有する石綿 0. 1%以上（ 重量比） の吹付けロッ ク ウールについては、 甲から

調査結果を 提示する ので成果品に反映するこ と 。 現地調査については、 劣化や飛散防止措置

の実施及び劣化の状況のみと する。  

( 7)  告示第 282 号別表「（ ろ ） 調査方法」 欄において、 設計図書等により 確認する と さ れている項

目について、 建築物等の可視部分に不適合状態が認めら れない場合等は、 設計図書による 確

認を 省略するこ と ができ る。  

( 8)  告示第 282 号別表「（ ろ ） 調査方法」 欄において、 設計図書等により 確認する と さ れている項

目について、設計図書等がない場合は、目視・ 測定等により 判断し 得る範囲での確認及び点検

を 行う 。  

( 9)  次に示す部分等で現地調査が困難なも のにあっ ては、現地調査を 省略でき る。ただし 、当該部

分の状況から 判断し て不良の状況にあると 認めら れる場合は、 点検結果表【 建築物】（ 様式 1-

2） 特記事項に記載し 、 指摘の具体的内容等欄に「 点検の実施を 検討する こ と ｣と 付記する こ

と 。 なお、 地中埋設部分（ 基礎杭など）、 鉄筋コ ンク リ ート 造における構造体の内部の状況等

については、 外部から 見て異状を みと めない限り 適正な状態にあると 見なす。  

① 被覆材で覆われている梁、 柱などの構造部 

② 地中、 壁又はコ ン ク リ ート 等の中に埋設等さ れているも の 

③ 目視では点検が困難な足場のない外壁面、 給排気塔、 煙突、 鉄塔など 

④ 点検口のない天井裏又は容易に出入り でき る点検口のない床下にあるも の（ ただし 特定

天井については、「 特定天井の定期調査について（ 技術的助言）」 を 参考にするこ と ）  

⑤ 点検にあたり 危険が想定さ れる点検箇所又は点検内容 

  足元が腐食し ている 箇所、 酸欠の恐れのある 地下部分、 特殊な危険物の貯蔵箇所、

通電さ れていて点検するこ と が危険な箇所等 

  運転を 停止するこ と が極めて困難な機器等で、 運転を 停止し なければ点検でき ない

も の、 あるいはその付近にあるも ので点検するこ と が危険なも の 

⑥ その他物理的理由又は安全上の理由などから 点検を 行う こ と が困難な場所にあるも の 

( 10)  施設の老朽化に伴い、 コ ンク リ ート 片の落下や屋外照明柱の倒壊などの事故が相次いで発生

し ている ため、 補足特記仕様書により 事故の未然防止の観点から も 点検を行う こ と 。  

( 11)  その他留意事項は以下のと おり と する。  

① 甲から 提示する 資料の中に点検場所の表記がある 場合は代表的な室等を 例示し ている

ので、 類似用途の室等においても 建築物の各部位がある場合は適宜点検を 行う こ と 。  

② 定期点検対象施設に該当する 部位等がない項目については適用し ない。  

③ 告示第 282 号の項目以外で不具合等が発見さ れた場合は、 その状況及び点検の必要性を

記録し 、 簡易に点検でき るも のは同時に点検・ 調査等を行う こ と 。  

 

４  点検結果表の作成方法                                                 

告示第 282 号別表「（ は） 判定基準」 により 判定を行い、 点検結果表【 建築物】（ 様式 1-2）

の点検結果欄に記入するこ と 。 なお、 記入にあたっ ては、 点検結果表文末及び「 国の機関の

建築物の点検・ 確認ガイ ド ラ イ ン（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部計画課保全指導室 監修│

( 財) 建築保全センタ ー 編集・ 発行) 」（ 最新版を 適用） の注意事項に留意するこ と 。  

要是正項目のう ち 、 緊急も し く はおおむね１ 年以内に補修・ 改善等が必要と 判断する箇所

については、 特記事項の改善( 予定) 年月欄に「 緊急対応が必要」 も し く は「 おおむね 1 年以
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内に対応が必要」 と 付記するこ と 。 緊急性の判断の目安は別紙を 参照するこ と 。  

こ のう ち、 特に人身事故のおそれなど安全面で緊急対応が必要な箇所については、 下記( a)

～（ c） を参考に点検結果表の「 緊急性」 欄に記載すると と も に、 点検終了後すみやかに報告

書を 用いて甲へ説明するこ と 。  

( a) . 人身事故： 人身事故のおそれがある箇所  

（ 部材の落下、 部材の脱落による転落等）  

  壁材や天井材( 点検口を 含む)・ 照明器具や懸垂物等の落下、 外灯・ 引き 込み

柱の倒壊等、 落下物等による人身事故の危険性がある箇所 

  手摺・ 転落防止柵のぐ ら つき 等、 転落事故の危険性がある箇所 

  土地の陥没・ 床面の不陸等、 転倒事故の危険性がある箇所 

( b) . 火災時の被害拡大： 火災発生時等に法の求める 被害の拡大防止が図れない箇所  

     （ 防火設備の不作動等）  

  防火扉・ シャ ッ タ ーの閉鎖不良や欠損等、 防災設備の不具合 

( c) . 火災時の避難確保： 火災発生時等に法の求める 避難確保が図れない箇所 

 （ 避難設備の不作動等）   

  排煙窓の開閉不良・ 避難経路の支障物 

 

 

５  図面の作成方法                                                     

( 1)  白図（ 配置図を含む）（ 様式は任意）  

 甲が提供する 図面並びに前回の定期点検時の白図を 基に、 施設の現地調査を 行い、 変更箇

所がある 場合は部分修正・ 加筆程度の修正を行う 。  

 前回点検時の白図がない場合は、 甲から 貸与する設計図書等を も と に白図を 作成する。 な

お、設計図書等の室名等が現況と 異なっ ていても 修正する必要はない。白図は、A3 サイ ズ（ 横）

と し 、 図面内容を 十分に識別出来る縮尺と するこ と 。  

( 2)  点検範囲図（ 様式は任意）  

 複合施設の一部分だけを 点検する 場合や複数棟を まと めて点検する 場合等は、 白図に網掛

け等で点検範囲を 示し 、 点検範囲図を 作成する。  

( 3)  法適用図（ 様式は任意）  

 点検の対象と なる建築基準法上必要な防火区画、防火戸、延焼の恐れのある部分、避難階段

及びその他について、 設計図書等から 想定の上、 白図に書込（ 青書き ） する。 また現地確認の

結果によ り 、 必要に応じ て修正を 加えて作成する。  

( 4)  点検結果図（ 様式 1-3）  

 要是正または特記すべき 事項がある場合は、点検結果表・ 点検写真と 同じ 通し 番号を つけ、

法適用図に記載（ 朱書き ） する。 必要に応じ て、 点検結果図内に通し 番号の一覧表を作成する

こ と 。 さ ら に４ の安全面で緊急対応が必要な箇所については、 赤枠で囲う こ と 。  

 

６  点検写真の作成方法                                                  

( 1)  要是正又は特記すべき 箇所を 点検実施日に撮影し 、 定めら れた様式（ 様式 1-4） に整理する。 

( 2)  撮影は定期点検の対象部位等に加え、 点検結果の概要が掴める最小枚数と する。  

( 3)  対象部分等は、 赤でマーキン グ( だ円囲み程度) を 行う 。  

( 4)  写真番号は、 点検結果表・ 点検結果図と 同じ 通し 番号をつける。  

( 5)  ページの体裁は下記のと おり と する。  

① 各写真の横に通し 番号、 点検項目、 点検結果、 緊急性の区分、 特記事項を記載する。  
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② 安全面で緊急対応が必要と 判断し た場合は、 緊急性の区分を選択し 、 特記事項を記載す

る 。  

③ 写真データ はデータ 容量を 調整し てから エク セルフ ァ イ ルに貼り 付け、 1 ページにつき

200～300KB程度のデータ 容量と なるよう に作成するこ と 。  

 

７  安全面で緊急対応が必要な箇所の報告書の作成方法                            

４ ． の「 安全面で緊急対応が必要な箇所」 を 発見し た場合は、 点検後すみやかに施設管理者に

連絡すると と も に、 任意様式（ 参考様式 1-8） にて報告書を作成し 甲に提出するこ と 。  
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公共建築物定期点検【 建築物】 特記仕様書 別紙 

 

 公共建築物定期点検【 建築物】 特記仕様書の「 ４  点検結果表の作成方法」 における緊急も し

く はおおむね 1 年以内に対応が必要と 付記する 際の目安については、 下記を 参考と するこ と 。  

 

項目 事象 付記する 内容 

2. 建築物の外部 

( 5) ～( 10)   外壁 

 

躯体等 部材等が落下するおそれがある 緊急対応が必要 

露筋 おおむね 1 年以内に対応が必

要 

( 11) ～

( 18)   

外装仕上げ材

等、 窓サッ シ

等、 外壁に緊

結さ れた 広告

板、 空調室外

機等 

部材等が落下するおそれがある 緊急対応が必要 

仕上げ材の浮き やサッ シ の腐食等は見ら れる

が、 上記には至ら ない 

おおむね 1 年以内に対応が必

要 

3. 屋上および屋根 

( 1)   屋上面 防水層が剥がれている、 漏水がある おおむね 1 年以内に対策が必

要 

4.  建築物の内部 

( 1) ～( 5)   防火区画 簡易な措置で是正できる 緊急対応が必要 

改善のために工事などを伴う  おおむね 1 年以内に対応が必

要 

( 29)   防火設備 常時閉鎖又は

作動し た 状態

にある 防火設

備（ 防火扉を

除く 。） 又は戸

（ 以下こ の表

において 「 常

閉 防 火 設 備

等」 と いう 。）

の本体及び枠

の劣化及び損

傷の状況 

変形や錆等により 閉鎖し ない おおむね 1 年以内に対応が必

要 

( 34)   常閉防火扉の

本体及び枠の

劣化及び損傷

の状況 

変形や錆等により 閉鎖し ない おおむね 1 年以内に対応が必

要 

5. 避難施設等 

( 3)  

 

廊下 物品の放置の

状況 

容易に撤去でき るも のが置かれている 緊急対応が必要 

撤去するために工事などを伴う  おおむね 1 年以内に対応が必

要 

( 8)  避 難 上 有

効 な バ ル

コ ニー 

手すり 等の劣

化及び損傷の

状況 

既に壊れており 転落事故の恐れがある 緊急対応が必要 

著し く 錆が発生し て、 母材に支障が出ている おおむね 1 年以内に対応が必

要 

( 9)  物品の放置の

状況 

容易に撤去でき るも のが置かれている 緊急対応が必要 

撤去するために工事などを伴う  おおむね 1 年以内に対応が必

要 

( 14)  階段 物品の放置の

状況 

容易に撤去でき るも のが置かれている 緊急対応が必要 

撤去するために工事などを伴う  おおむね 1 年以内に対応が必

要 

( 15)  階段各部の劣

化及び損傷の

状況 

ノ ンスリ ッ プ金物により 引っ かかる 等、 安全に

歩行でき ないおそれがある 

おおむね 1 年以内に対応が必

要 
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※ 注意事項 

1.  上記は、 判断にあたっ ての目安を 例示し たも のです。 人身事故のおそれがある などの危険性を 考

慮し て記入し てく ださ い。  

2.  例示にない項目・ 事象についても 、 緊急も し く はおおむね 1 年以内に補修・ 改善等が必要と 認め

る 場合は、 点検者の判断によ り 付記し てく ださ い。  

3.  既存不適格の項目については、 上記のよう な文言を 付記する 必要はあり ません。  
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公共建築物定期点検【外壁】特記仕様書 

 

１  目的                                             

 本仕様書は、 公共建築物定期点検（ 以下、「 定期点検」 と いう 。） のう ち、 外壁全面点検の実施に

関し 必要な事項等を定めたも のである。  

 

２  点検項目                                                       

 平成 20 年 3 月 10 日国土交通省告示第 282 号（ 以下、「 告示第 282 号」 と いう 。） に記載の「 タ

イ ル、 石貼り 等（ 乾式工法によるも のを除く 。）、 モルタ ル等」 の外装仕上げ材等と する。 なお、 特

記なき 限り 、「 落下により 歩行者等に危害を 加えるおそれ」 のない部分も 対象と する。  

 

３  点検の方法・進め方                                                 

( 1)  点検は、原則と し て「 タ イ ル外壁及びモルタ ル塗り 外壁定期的診断マニュ アル（ 改定第 3 版）

（ 社団法人建築・ 設備維持保全推進協会）」（ 以下、「 マニュ アル」 と いう 。） 中「 診断レ ベルⅡ」

の「（ １ ） 外観目視法＋全面打診法」 または「（ ２ ） 外観目視法＋全面的な赤外線装置法と 部分

打診法の併用」 により 行う 。  

( 2)  外観目視法については、 原則と し てマニュ アルの第 4 章第 1 節「 外観目視法」 による。 ただ

し 、 高所等の通常の手段で接近でき ない箇所については間接目視で行う 。  

( 3)  打診法については、 原則と し てマニュ アルの第 4 章第 2 節「 打診法」 による。 ただし 、「 2.  調

査診断作業 ②」 の「 建築仕上診断技術者が適当と 認めたも の」 の記述は適用し ない。  

( 4)  赤外線装置法については、 第 4 章第 3 節「 赤外線装置法」 による。 また、 以下の要領で赤外

線装置法と 打診法と の摺合せ作業を行う 。  

① 手の届く 範囲を打診し 、 浮き の見ら れる箇所および健常箇所を 確認する。  

② 同一箇所を赤外線装置にて測定し 、 結果が打診法と 一致し ているこ と を 確認する。  

③ 打診法によ る 結果と 赤外線装置法によ る 結果が一致する 状態に赤外線装置を 保っ た上

で、 赤外線装置法によ る点検を実施する。  

④ 日射が変わる ごと に①～③を 繰り 返す。  

 

( 5) 赤外線調査を 行う 場合は「 定期報告制度における赤外線調査（ 無人航空機による赤外線調査を

含む） による外壁調査ガイ ド ラ イ ン（ 赤外線装置を 搭載し たド ローン等による外壁調査手法に

係る 体制整備検討委員会） 令和 4 年 3 月」 により 行う こ と 。  

 

４  調査関係者の条件                                                   

( 1)  権利譲渡等の禁止 

① 乙は、 こ の契約によっ て生ずる権利又は義務を 第三者に譲渡し てはなら ない。  

② 乙は、 こ の契約の全部又は大部分を他人に履行さ せてはなら ない。  

③ 乙は、 甲の書面による事前の承諾なく し てこ の契約の一部を他人に履行さ せてはなら な

い。  

④ 乙は、 前号の承諾を 申し 出るにあたっ て、 業務の範囲、 点検の方法、 専門業者名、 同社

の業務経歴を 文書で甲に提出する こ と 。  

⑤ 乙は、 当該業務を 統括し なければなら ない。  
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( 2)  専門業者の条件 

① 赤外線装置法を行う 業者は、 赤外線装置法によ る調査で 1 年以上の経験があり 、 複数の

業務を履行し ているこ と 。  

５  報告書・図面・点検写真の作成方法                                          

( 1)  点検報告書 

 点検報告書には、 建物全景写真（ 各面）、 調査概要（ 項目・ 範囲）、 調査方法、 調査結果（ 所

見・ 危険度・ 改修案）、 使用機器詳細を 記載するこ と 。 また、 点検結果表【 建築物】（ 様式 1-

2） 2（ 11） 欄に点検結果を 記載するこ と 。  

(2)  点検結果図 

 浮き のある部分を 抽出し 、 立面図に赤でマーキングを 行う 。 打診法と 赤外線装置法を 併用

し た場合、 同一の図面に結果を 表示し 、 それぞれの方法の範囲を示すこ と 。 また、 赤外線装置

法により 調査を行う 場合は、 撮影位置等を 記載し た平面図を 作成するこ と 。  

(3)  点検写真 

 それぞれの方法で点検を 実施し ている模様がわかるも のを 添付する こ と 。 また、 赤外線装

置法の場合は、 同一箇所の熱画像と 可視画像を 上下または左右に配置し 、 異常も し く は浮き

が生じ ている部分には赤でマーキング( だ円囲み程度) する こ と 。  

 

６  留意事項                                                          

 本調査は、 浮き の数量を 確定するこ と が目的ではなく 、 浮き のおおまかな分布を 把握するのが

目的である。  
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公共建築物定期点検【建築設備】特記仕様書 

 

１  目的                                             

 本仕様書は、 公共建築物定期点検（ 以下、「 定期点検」 と いう 。） のう ち、 建築設備の定期点検の

実施に関し 必要な事項等を 定めたも のである。  

 

２  点検項目                                           

 昇降機以外の建築設備（ 防火設備を 除く ） を 点検対象と し 、 平成 20 年 3 月 10 日国土交通省告

示第 285 号（ 以下、「 告示第 285 号」 と いう 。） 別表に記載の全ての項目と する。  

定期点検においては、 指定建築設備の考え方は無く 、 建築物に設置さ れている全ての換気設備、

排煙設備、 非常用の照明装置、 給水設備及び排水設備が点検の対象と なる。  

 

３  点検の方法・進め方                                      

( 1)  定期点検の実施にあたっ ては、 甲から 提示する資料や、 施設管理者へのヒ アリ ン グその他に

より 事前に施設の状況を 把握の上、 現状の建築物の平面図、 配置図等から 定期点検用の図面

（ 建築設備プロッ ト 図（ 以下、「 プロッ ト 図」 と いう 。）） を作成し 、 現地において点検漏れが

生じ ないよう 定期点検の方法、 内容について十分に確認し 、 効率的に点検するこ と 。  

① 甲から 提示するも の 

  前回の定期点検記録一式（ 初回点検時は除く ）  

  他の専門家による点検・ 調査の記録等 

② 施設管理者へのヒ アリ ングその他により 確認するも の 

  増改築、 用途変更、 増設及び改修等履歴 

  不具合の発生状況等 

( 2)  定期点検は目視、打診、 触診及び動作確認並びに赤外線装置・ 可視カ メ ラ・ センサー等の新技

術等によ り 行う も のと し 、点検基準等については「 建築設備定期検査業務基準書（ 国土交通省

住宅局建築指導課監修・ ( 財) 日本建築設備･昇降機センタ ー発行) 」（ 最新版を 適用） に準拠す

るも のと する。  

( 3)  照度測定については避難上重要な箇所（ 出入口、 通路等の避難経路） を 測定するこ と 。  

( 4)  換気量及び排煙機の測定については、 告示第 285 号に基づいて行う こ と 。  

( 5)  定期点検において、 是正が必要な箇所並びに特記すべき 事項があると 判断するも のについて

は、 プロ ッ ト 図に記入の上、 写真を撮影し 、 定めら れた様式にて整理し 提出するこ と 。  

( 6)  定期点検の実施にあたっ ては、 特に以下の点に留意し て実施するこ と 。  

① 前回の定期点検において指摘さ れた各事項について、 その後の処置状況や劣化の進行状

態（ 初回点検時は除く 。 ただし 、 前回点検の指摘事項のみを確認し て足り るも のではな

く 、 施設全体の点検を 行う こ と 。）  

② 増改築、 用途変更等、 工作物の増設、 設備機器の改修等の履歴と 、 こ れら があっ た場合

の建築物全体と し ての安全性 

③ 劣化・ 損傷等により 安全にかかわる事項や、 防火・ 避難及び構造安全に関する事項 

( 7)  施設の老朽化に伴い、 コ ンク リ ート 片の落下や屋外照明柱の倒壊などの事故が相次いで発生

し ている ため、 補足特記仕様書により 事故の未然防止の観点から も 点検を行う こ と 。  

( 8)  その他、 点検にあたっ ての留意事項は以下のと おり と する。  
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① 甲から 提示する 資料の中に点検場所の表記がある 場合は代表的な室等を 例示し ている

ので、 類似用途の室等においても 建築設備の各部位がある 場合は適宜点検を 行う こ と 。 

② 定期点検対象施設において、 該当する部位等がない項目については適用し ない。  

③ 告示第 282 号及び告示第 285 号の項目以外で不具合等が発見さ れた場合は、 その状況及

び点検の必要性を 記録し 、 簡易に点検でき るも のは同時に点検・ 調査等を 行う こ と 。  

 

４  点検結果表の作成方法                                                   

告示第 282 号の「 別表( は) 判定基準」 並びに告示第 285 号の「 別表第 1、 別表第 2、 別表第

3 並びに別表第 4 の各（ に） 判定基準」 により 判定を 行い、 点検結果表【 建築設備】（ 様式 3-

2-1～3-2-4） の点検結果欄に記入するこ と 。 なお、 記入にあたっ ては、 点検結果表文末及び

「 国の機関の建築物の点検・ 確認ガイ ド ラ イ ン（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部計画課保全

指導室 監修│( 財) 建築保全セン タ ー 編集・ 発行) 」（ 最新版を 適用） の注意事項に留意する

こ と 。 要是正項目のう ち、 緊急も し く はおおむね１ 年以内に補修・ 改善等が必要と 判断する

箇所については、特記事項の改善( 予定) 年月欄に「 緊急対応が必要」 も し く は「 おおむね 1 年

以内に対応が必要」 と 付記するこ と 。  

こ のう ち、 特に人身事故のおそれなど安全面で緊急対応が必要な箇所については、 下記( a)

～（ c） を参考に点検結果表の「 緊急性」 欄に記載すると と も に、 点検終了後すみやかに報告

書を 用いて甲へ説明するこ と 。  

( a) . 人身事故： 人身事故のおそれがある箇所 （ 部材の落下、 部材の脱落による転落等）  

・  照明器具あるいは空調吹出口等の設備機器の落下等の恐れがある箇所   

※設備機器は、 点検が可能な範囲で機器の取り 付け状況等を確認するこ と  

・  外灯、 引き 込み柱等の倒壊の恐れがある箇所 

( b) . 火災時の被害拡大： 火災発生時等に法の求める被害の拡大防止が図れない箇所  

（ 防火設備の不作動等）  

・  非常用照明の不点灯並びに未設置箇所 

・  火気使用室での換気設備未設置箇所 

 ( c) . 火災時の避難確保： 火災発生時等に法の求める 避難確保が図れない箇所 

 （ 避難設備の不作動等）   

                

５  図面の作成方法                                                     

( 1)  プロッ ト 図（ 配置図を 含む）（ 様式は任意）  

 甲が提供する 図面並びに前回の定期点検時のプロッ ト 図を 基に、 施設の現地調査を 行い、

建築設備等に変更箇所がある 場合は部分修正・ 加筆程度の修正を行う 。また、図面には設備ご

と の設備配置図、 設備数量を 記載するこ と 。  

( 2)  点検結果図（ 建築設備）（ 様式 3-4）  

 要是正または特記すべき 事項がある場合は、 点検結果表・ 点検写真と 同じ 通し 番号を つけ

プロッ ト 図に記載（ 赤書き ） する。 必要に応じ て、 点検結果図内に通し 番号の一覧表を 作成す

るこ と 。  

 

６  点検写真の作成方法                                                 

( 1)  点検対象と なる建築設備において「 成果品作成要領」 に従い作成するこ と 。  

( 2)  要是正又は特記すべき 箇所を 点検実施日に撮影し 、 定めら れた様式（ 様式 3-3） に整理する。 

( 3)  撮影は定期点検の対象部位等に加え、 点検結果の概要が掴める最小枚数と する。  

( 4)  対象部分等は、 赤でマーキン グ( だ円囲み程度) を 行う 。  
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( 5)  点検結果図の通し 番号に対応し た番号を つける。  

( 6)  ページの体裁は下記のと おり と する。  

① 各写真の横に通し 番号、 点検項目、 点検結果、 緊急性の区分、 特記事項を記載する。  

② 安全面で緊急対応が必要と 判断し た場合は、 緊急性の区分を選択し 、 特記事項を記載す

る 。  

③ 写真データ はデータ 容量を 調整し てから エク セルフ ァ イ ルに貼り 付け、 1 ページにつき

200～300KB程度のデータ 容量と なるよう に作成するこ と 。  

 

 

７  安全面で緊急対応が必要な箇所の報告書の作成方法                            

４ ． の「 安全面で緊急対応が必要な箇所」 を 発見し た場合は、 点検後すみやかに施設管理者に

連絡すると と も に、 任意様式（ 参考様式 1-8） にて報告書を作成し 甲に提出するこ と 。  
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公共建築物定期点検【防火設備】特記仕様書 

 

１  目的                                             

 本仕様書は、 公共建築物定期点検（ 以下、「 定期点検」 と いう 。） のう ち、 防火設備の定期点検の

実施に関し 必要な事項等を 定めたも のである。  

 

２  点検項目                                                       

 平成 28 年 5 月 2 日国土交通省告示第 723 号（ 以下、「 告示第 723 号」 と いう 。） に記載の全ての

項目と する。  

 なお、 常時閉鎖防火扉については、 神戸市建築基準法施行規則に基づき 【 建築物】 点検で実施

するため、 防火設備点検の対象外です。  

 

３  点検の方法・進め方                                      

( 1)  定期点検の実施にあたっ ては、 甲から 提示する資料や、 施設管理者へのヒ アリ ン グその他に

より 事前に施設の状況を 把握の上、 現状の建築物の平面図、 配置図等から 定期点検用の図面

（ 防火設備プロッ ト 図（ 以下、「 プロッ ト 図」 と いう 。）） を作成し 、 現地において点検漏れが

生じ ないよう 定期点検の方法、 内容について十分に確認し 、 効率的に点検するこ と 。  

① 甲から 提示するも の 

  前回の定期点検記録一式（ 初回点検時は除く ）  

  他の専門家による点検・ 調査の記録等 

② 施設管理者へのヒ アリ ングその他により 確認するも の 

  増改築、 用途変更、 増設及び改修等履歴 

  不具合の発生状況等 

( 2)  定期点検は、 告示第 723 号に則り 、 告示第 723 号の別表第一から 別表第四までの( い) 欄に掲

げる項目に応じ 、同表( ろ ) 欄に掲げる事項について、同表( は) 欄に掲げる方法により 実施し 、

その結果が同表( に) 欄に掲げる基準に該当し ているかどう かを 判定するこ と と する。  

( 3)  定期点検において、 是正が必要な箇所並びに特記すべき 事項があると 判断するも のについて

は、プロッ ト 図に記入の上、点検実施日に写真を撮影し 、定めら れた様式にて整理し 提出する

こ と 。  

( 4)  定期点検は、 特に以下の点に留意し て実施するこ と 。  

① 前回の定期点検において指摘さ れた各事項について、 その後の処置状況や劣化の進行状

態（ 初回点検時は除く 。 ただし 、 前回点検の指摘事項のみを確認し て足り るも のではな

く 、 施設全体の点検を 行う こ と 。）  

② 増改築、 用途変更等、 工作物の増設、 設備機器の改修等の履歴と 、 こ れら があっ た場合

の建築物全体と し ての安全性 

③ 劣化・ 損傷等によ り 安全にかかわる事項や、 防火・ 避難及び構造安全に関する事項 

( 5)  告示第 723 号の別表第一から 別表第四までの「（ は） 検査方法」 欄において、 他の点検の記録

により 確認する こ と で足り ると さ れている項目については、 他の点検の実施状況を 確認し 、

その結果を点検結果表に記載する。  

( 6)  その他、 点検にあたっ ての留意事項は以下のと おり と する。  

① 甲から 提示する 資料の中に点検場所の表記がある 場合は代表的な室等を 例示し ている

ので、 類似用途の室等においても 防火設備の各部位がある 場合は適宜点検を 行う こ と 。 
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② 定期点検対象施設において、 該当する部位等がない項目については適用し ない。  

③ 告示第 723 号の別表第一から 別表第四までの( い) 欄に掲げる項目以外で不具合等が発見

さ れた場合は、 その状況及び点検の必要性を記録し 、 簡易に点検できる も のは同時に点

検・ 調査等を 行う こ と 。  

 

４  点検結果表の作成方法                                           

告示第 723 号の別表第一から 別表第四までの( に) 欄に掲げる判定基準により 判定を 行い、

点検結果表【 防火設備】（ 様式 4-2-1～4-2-4） の点検結果欄に記入するこ と 。 なお、 記入にあ

たっ ては、 点検結果表文末及び「 国の機関の建築物の点検・ 確認ガイ ド ラ イ ン（ 国土交通省大

臣官房官庁営繕部計画課保全指導室 監修│( 財) 建築保全センタ ー 編集・ 発行) 」（ 最新版を

適用） の注意事項に留意する こ と 。  

点検結果表【 防火設備】（ 様式 4-2-1～4-2-4） の検査結果欄における要是正項目のう ち、 緊急

も し く はおおむね１ 年以内に補修・ 改善等が必要と 判断する 箇所については、 特記事項の改

善( 予定) 年月欄に「 緊急対応が必要」 も し く は「 おおむね 1 年以内に対応が必要」 と 付記す

るこ と 。 緊急性の判断の目安は以下の表１ を参照するこ と 。  

 

 

表１ （ 緊急性の判断の目安）  

防火設備 

（ 常時閉鎖を し た状態に

あるも の等を 除く ）  

項目 事象 付記する内容 

・ 防火扉 

・ 防火シャ ッ タ ー 

・ 耐火ク ロススク リ ーン 

・ ド レ ン チャ ーその他の

水幕を 形成する防火設

備 

閉鎖状況 

 

閉鎖不良等がある おおむね 1 年以内に対

応が必要 

劣化及び 損傷の

状況 

破損、 欠損等があ

る  

おおむね 1 年以内に対

応が必要 

設置状況 取り 付け不良や脱

落、 落下等の恐れ

がある 

緊急対応が必要 

 

こ のう ち、 特に人身事故のおそれなど安全面で緊急対応が必要な箇所については、 下記( a)

～（ c） を参考に点検結果表の「 緊急性」 欄に記載する と と も に、 点検終了後すみやかに報告

書を 用いて甲へ説明するこ と 。  

( a) . 人身事故： 人身事故のおそれがある箇所  

（ 部材の落下、 部材の脱落による転落等）  

  防火扉、 防火シャ ッ タ ー、 耐火ク ロススク リ ーンの危害防止装置等が正

常に作動し ない箇所 

  防火扉、 防火シャ ッ タ ー、 耐火ク ロススク リ ーン、 ド レンチャ ーその他

の水幕を形成する防火設備の取り 付け不良や脱落、 落下等の恐れがある

箇所 

  防火設備に関連する感知器や操作機器等は、 点検が可能な範囲で取り 付

け状況等を確認するこ と  

( b) . 火災時の被害拡大： 火災発生時等に法の求める 被害の拡大防止が図れない箇所  

     （ 防火設備の不作動等）  

  防火扉、 防火シャ ッ タ ー、 耐火ク ロススク リ ーン の閉鎖不良や破損、 欠損

等のある個所 

  ド レ ンチャ ーその他の水幕を 形成する防火設備の作動不良のある 個所（ 実



令和７ 年 7 月 版 

 

際に水幕を 噴霧でき ない場合は作動不良の恐れがある 個所）  

( c) . 火災時の避難確保： 火災発生時等に法の求める 避難確保が図れない箇所 

 （ 避難設備の不作動等）   

５  図面の作成方法                                        

( 1)  プロッ ト 図（ 配置図を 含む）（ 様式は任意）  

 甲が提供する図面並びに前回の定期点検時のプロッ ト 図（ 初回点検時は除く ） を基に、施設

の現地調査を 行い、防火設備等に変更箇所がある場合は部分修正・ 加筆程度の修正を 行う 。ま

た、 図面には設備ごと の設備配置図、 設備数量を 記載するこ と 。  

( 2)  点検結果図（ 防火設備）（ 様式 4-3）  

 要是正または特記すべき 事項がある場合は、 点検結果表・ 点検写真と 同じ 通し 番号を つけ

プロッ ト 図に記載（ 赤書き ） する。 必要に応じ て、 点検結果図内に通し 番号の一覧表を 作成す

るこ と 。  

 

６  点検写真の作成方法                                       

( 1)  点検対象と なる防火設備において「 成果品作成要領」 に従い作成するこ と 。  

( 2)  要是正又は特記すべき 箇所を 点検実施日に撮影し 、 定めら れた様式（ 様式 4-4） に整理する。 

( 3)  撮影は定期点検の対象部位等に加え、 点検結果の概要が掴める最小枚数と する。  

( 4)  対象部分等は、 赤でマーキン グ( だ円囲み程度) を 行う 。  

( 5)  点検結果図の通し 番号に対応し た番号を つける。  

( 6)  ページの体裁は下記のと おり と する。  

① 各写真の横に通し 番号、 点検項目、 点検結果、 緊急性の区分、 特記事項を記載する。  

② 安全面で緊急対応が必要と 判断し た場合は、 緊急性の区分を選択し 、 特記事項を記載す

る 。  

③ 写真データ はデータ 容量を 調整し てから エク セルフ ァ イ ルに貼り 付け、 1 ページにつき

200～300KB程度のデータ 容量と なるよう に作成するこ と 。  

 

７  安全面で緊急対応が必要な箇所の報告書の作成方法                      

４ ． の「 安全面で緊急対応が必要な箇所」 を 発見し た場合は、 点検後すみやかに施設管理者に

連絡すると と も に、 任意様式（ 参考様式 1-8） にて報告書を作成し 甲に提出するこ と 。  
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１　成果品
２　データ
３　印刷物

《規定様式》　 ＊指定様式がないものについては、特記仕様書の内容を任意の様式でまとめること。

様式1-1 定期点検概要書【建築物】

様式1-2 点検結果表【建築物】

様式1-3 点検結果図

様式1-4 点検写真

様式２-1 定期点検概要書【昇降機】

様式３-1 定期点検概要書【建築設備（昇降機を除く。）】

様式３-2-1 点検結果表 (換気設備)

様式３-2-2 点検結果表 (排煙設備)

様式３-2-3 点検結果表 (非常用の照明装置)

様式３-2-4 点検結果表 (給水設備及び排水設備)

様式３-3 点検写真

様式３-4 点検結果図

様式３-5 建築設備測定表

様式4-1 定期点検概要書【防火設備】

様式4-2-1 点検結果表 (防火扉)

様式4-2-2 点検結果表 (防火シャッター)

様式4-2-3 点検結果表 (耐火スクリーン)

様式4-2-4 点検結果表 (ドレンチャー他)

様式4-3 点検結果図

様式4-４ 点検写真

参考様式1-8 安全面で緊急対応が必要な箇所の報告書 ※　早急に提出する必要があるので、任意様式でかまわない。

公共建築物定期点検 成果品作成要領

　この成果品作成要領により、公共建築物定期点検　仕様書に規定する　【５　成果品】　の作成に関し、図面サイズ、提出形式、
記入様式等、必要な事項を定める。
　仕様書に基づき作成する成果品は、下記に定められた内容を、規定の様式にて提出するものとする。
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1. 業務内容に応じて、下記の書類を データ および 印刷物 で提出する。提出部数は仕様書別表を参照のこと。
2. データは下表および 【２　データ】 のとおりフォルダにまとめ、CD-R等の電子メディアに格納し提出する。

◇ 点検種別ごとにフォルダ分けし、施設ごと（複数棟の施設の場合は、棟ごとのフォルダにまとめた上で施設ごと）のフォルダにまとめる。
◇ 全ての提出物をPDFに変換し、各点検種別ごとにひとつのファイルにまとめたものを併せて提出すること。
◇ 提出するメディアは、必ずウイルスチェックを⾏う。なお、ウイルス対策ソフトは最新のデータにアップデートしたものを利用する。

※ウイルス対策ソフトのメーカーは問わないが、シェアの⾼いものを利用するよう努めること。
3. 印刷物は、基本的にファイルに綴じて提出する。【３　印刷物】を併せて参照のこと。

◇ 点検種別ごとに下表の順でまとめたものを施設ごと(複数棟の施設の場合は、棟ごとにまとめた上で施設ごと)にまとめる。
4. 印刷物を綴じたファイル及びデータを収録したメディアには、収録施設の目次を添付すること。

印刷物

ファイル名 データ形式 所管課等
保管用

1 定期点検概要書【建築物】 様式1-1 A4
2 点検結果表【建築物】 様式1-2 A4
3 点検結果図【建築物】 様式1-3 A3
4 点検写真【建築物】 様式1-4 A4
5 白図 （任意） 白図01,白図02,白図03…（※1） (※2) データのみ
6 法適用図 （任意） 法適用図01,法適用図02…（※1） (※2) データのみ
7 点検範囲図 （任意） 範囲図01,範囲図02,範囲図03…（※1） (※2) A3

8 安全面で緊急対応が必要な箇所の報告書
任意︓

参考様式
1-８（※4）

緊急報告書 任意 A4(※5)

※ 点検写真添付データ 写真01,写真02,写真03…（※3） 任意 データのみ
1〜8をひとつのPDFファイルにまとめたもの 建築物 PDF データのみ
9 外壁点検報告書 （任意） 外壁報告書 任意 任意
10 白図【外壁】 （任意） 外壁白図01,外壁白図02… (※2) 任意
11 点検結果図【外壁】 （任意） 外壁結果図01,外壁結果図02… (※2) 任意
12 点検写真【外壁】 （任意） 外壁写真 任意 データのみ

13 安全面で緊急対応が必要な箇所の報告書
任意︓

参考様式
1-８（※4）

緊急報告書 任意 A4(※5)

9〜13をひとつのPDFファイルにまとめたもの 外壁 PDF データのみ
14 定期点検概要書【建築設備（昇降機を除く。）】 様式3-１ A4
15 点検結果表【建築設備（昇降機を除く。）】 様式3-2-1〜4 A4
16 点検写真【建築設備】 様式3-3 A4
17 点検結果図【建築設備】 様式3-4 A3
18 建築設備測定表 様式3-5 建築設備測定表 Excel A4
19 建築設備プロット図 （任意） 設備プロット図01,設備プロット図02…(※1) (※2) データのみ

20 安全面で緊急対応が必要な箇所の報告書
任意︓

参考様式
1-８（※4）

緊急報告書 任意 A4(※5)

※ 点検写真添付データ 設備写真01,設備写真02…（※3） 任意 データのみ
14〜20をひとつのPDFファイルにまとめたもの 建築設備 PDF データのみ
21 定期点検概要書【防火設備】 様式4-1 A4
22 点検結果表(防火設備) 様式4-2-1〜4 A4
23 点検結果図 様式4-3 A3
24 点検写真 様式4-4 A4
25 防火設備プロット図 （任意） 防設プロット図01,防設プロット図02…(※1) (※2) データのみ

26 安全面で緊急対応が必要な箇所の報告書
任意︓

参考様式
1-８（※4）

緊急報告書 任意 A4(※5)

※ 点検写真添付データ 防設写真01,防設写真02…（※3） 任意 データのみ
21〜26をひとつのPDFファイルにまとめたもの 防⽕設備 PDF データのみ

※1　 配置図を01とし、以下、下層階平面図〜上層階平面図の順で02,03・・・とナンバリングする。
※2　 CADで作成した場合は、CADのオリジナル形式およびDXF形式で保存する。それ以外の場合は、Word/Excel/Tiffのいずれかとする。

※　貼り付けた画像データ等のファイルも併せて保存すること。
※3　 点検写真の通し番号とリンクして01,02・・・とナンバリングする。
※4　 様式1-８はあくまで参考様式であり、様式は任意とする。
※5　 点検終了後すみやかに作成し、内容の説明を⾏った上で提出すること。

【定期点検】●●施設【建築設備】 Excel

【定期点検】●●施設【防火設備】 Excel

防
火
設
備

建
築
設
備

建
築
物

外
壁

データ（CD-R等で提出）
様式書類名

委
託
内
容

【定期点検】●●施設【建築物】 Excel
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◇ 提出するメディアに格納する際のフォルダ・ファイル構成およびファイル名を下図に示す。
◇ 使用する様式やデータ形式・ファイルの内容等については【１　成果品】を参照のこと。

外壁白図01,外壁白図02…
外壁結果図01,外壁結果図02…
外壁写真
緊急報告書

建築物 点検報告書
白図01,白図02,白図03…
法適用図01,法適用図02…
範囲図01,範囲図02,範囲図03…
緊急報告書
写真01,写真02,写真03…
建築物

1
5
6
7
8
※
※

外壁報告書

建築物

…以下同様

★★施設

B棟 建築物

25

建築設備

外壁

…以下同様

…以下同様

点検報告書
設備プロット図01,設備プロット図02…

建築設備

緊急報告書

外壁

点検報告書
建築設備測定表
設備プロット図01,設備プロット図02…

設備写真01,設備写真02…

※

○年度定期点検 ○○施設

14
18
19
20

21防火設備

※

9
10
11
12

※

13

A棟

26 緊急報告書

※ 防火設備
※ 防設写真01,防設写真02…

複数棟の施設については、

全ての提出物をPDF化し、点検種別

点検種別ごとにフォル施設ごとにフォルダにまとめ

棟がひとつしかない施設に
ついては、棟別フォルダは

  それ以外) Word/Excel/Tiffのいずれか

⻩アイコン︓CAD)オリジナル形式およびDXF形式

⾚アイコン︓PDF形式

灰アイコン︓任意形式

⻘アイコン︓word形式

緑アイコン︓Excel形式



３　印刷物 （令和2年4⽉）

● 提出するファイルには以下の事項を記載すること。
1. 表紙 点検年度・【公共建築物定期点検報告書】・施設名・点検者（事業者名）
2. 背表紙 点検年度・【公共建築物定期点検報告書】・施設名（・点検者（事業者名））

点検結果は、点検種別ごとに【１　成果品】の表に示す順にまとめ、
施設ごと（複数棟の場合は棟ごとにまとめた上で施設ごと）
にまとめてファイルに綴じる。

令和*年度
公共建築物定期点検報告書

施設名︓○○施設
★★施設

点検者︓△△設計事務所

令
和
*
年
度

公
共
建
築
物
定
期
点
検
報
告
書

○
○
施
設
・
★
★
施
設

△
△
設
計
事
務
所 防火設備

建築設備

外壁

○○施設
A棟

建築物の点検結果

防火設備

建築設備

外壁

○○施設
B棟

建築物の点検結果

防火設備

建築設備

外壁

★★施設

建築物の点検結果



令和 4 年 6 月 版 
 

公共建築物定期点検 補足特記仕様書 
 

１ 目的                                                        
 本仕様書は、公共建築物定期点検（以下、「定期点検」という。）を実施するにあたり、特に注

意を要する点検事項を定めたものである。 
 
 

２ 経緯                                                        

 公共建築物は全般的に老朽化が進行しており、中には日々の点検では発見できない突発的な不

具合も発生している。また、コンクリート片の落下や屋外照明柱の倒壊など、市民の安全を脅か

すような事故も相次いで発生しているため、定期点検時おいても事故未然防止の観点を認識して

実施するべく事故事例を参考に点検事項を定める。 
 
 

３ 点検対象項目 補足                                              

(1) コンクリートブロック   

 点検項目： 建築物「1．敷地及び地盤」（6）（7）塀 
 
平成 30 年 6 月 18 日に発生した大阪北部を震源とする地震によ

り、ブロック塀の倒壊事故が発生した。 
建築物にブロック塀等が附属している場合は、「耐震対策の状況」

「劣化及び損傷の状況」を調査する必要がある。その際は、標準仕

様書に示している【参考図書】に記載の「調査方法」「判定基準」

及びブロック塀等に係る関係規定等を改めて確認の上、適切に点検

を行うこと。 
 

＜参考図書＞ 
特定建築物等定期調査業務基準  （一財） 日本建築防災協会  
国の機関の建築物の点検・確認ガイドライン （一財）建築保全センター  

 

(2) 鋼製庇  

点検項目： 建築物「2．建築物の外部」（11）（12）外壁－外装仕上げ材等 他 
 
 令和元年 7 月に市内小学校において、校舎 1 階にある鋼製庇と

RC 壁の接合部から充填材のモルタル片が落下する事故が発生し

た。特に鋼製庇等が軽量の場合には、風によるあおりを受け、壁

面接合部に力が加わり、充填モルタルに破損やずれが生じ落下す

る危険性があることを認識のうえ、【参考図書】に記載の「調査方

法」及び「判定基準」を改めて確認の上、適切に点検を行うこと。 
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(3) 屋外照明柱、掲揚柱及び引込柱等  

  点検項目： 建築物「7．上記以外の項目」（1）屋外照明柱、掲揚柱及び引込柱等 
                                 

平成 31 年 3 月に市内小学校において屋外照明柱が転倒する

事故が発生した。屋外の照明柱、掲揚柱、引込注などの金属製

の構造物については、根元部分の腐食により転倒する可能性が

高まっているため、下記の通り点検すること。 
【調査方法】 

目視及び触診。ただし、根元が土で埋まっている場合は、   
掘って状況を確認すること。 

  【判定基準】 
傾き、柱や根元部分の腐食があること。 

 

(4) 洗面器 

点検項目： 建築設備（給水設備及び排水設備）「3．排水設備」（12）衛生器具 
 

平成 29年 10月に市内区役所において洗面器が落下する事故  

が発生した。衛生器具は、劣化により落下・転倒する可能性も

あると十分認識のうえ、標準仕様書に示している【参考図書】

に記載の「検査方法」及び「判定基準」を改めて確認の上、適

切に点検を行うこと。 

 

 

４ その他項目 補足                                                

(1) タイル壁 

点検項目： 建築物「2．建築物の外部」（11）（12）外壁－外装仕上げ材等 他 
 
平成 30 年 11 月に市内ホールにおいて、壁面のタイルに剥離・

落下の危険性があることが判明した。外壁のタイル仕上げ等に

ついては、10 年毎の全面打診調査他が義務付けられているが、3
年毎の建築物の点検においても、タイルの剥離・落下の可能性

があることを認識のうえ実施すると共に、屋内のタイルについ

ても同様の注意を行うこと。 
 

(2) 天井ボード、点検口 

点検項目： 建築物「4．建築物の内部」（23）（24）天井  
 
平成 30 年 10 月に市内ホールにおいて、天井ボードの一部部

材が落下、平成 31 年 1 月に市内地下鉄駅の天井点検口の蓋が

落下する事故が発生した。天井を点検する際は、漏水跡などに

も注意し、劣化により落下する危険性があることを認識のうえ

実施すること。 
 
 



令和 4 年 6 月 版 
 

 

(3) 照明器具   

【点検項目：建築物「4．建築物の内部」（35）照明器具(屋内外）、懸垂物等  
 

平成 29 年 10 月に市内中学校の運動場に設置されている照明

器具が落下する事故が発生した。また、平成 30 年 1 月には HID
高天井用照明器具の一部の機種において落下する可能性がある

ことが製造会社より発表された。 
屋内外の照明器具については、腐食により落下する危険性が

高まっているとの認識のうえ点検を実施すること。 
 
 
 
 
 

 

(4) 大型掲示板  

点検項目：建築物「3．屋上及び屋根」（8）（9） 機器及び工作物  
 
 平成30年4月に市内公民館に設置されている大型掲示板が破

損する事故が発生した。原因は、上部と下部を接続している金

属部分に雨水等が浸入し錆びが発生し破断したものであるが、

敷地内に設置の機器及び工作物の点検においては、腐食により

破断し落下・転倒する危険性もあるとの認識のうえ実施するこ

と。 
 

 

(5) 上記以外の項目 

点検項目：建築物「7．上記以外の点検項目」（2） その他の建築物  
     建築設備(換気設備) 「4．上記以外の点検項目」（1） その他の換気設備  
     建築設備(非常用の照明装置) 「7．上記以外の点検項目」（2） その他の電気設備  
     建築設備(給水設備及び排水設備) 「4．上記以外の点検項目」（1） その他の給排 

水設備  
 
 前項の事項以外にも点検中に発見した不具合で、施設管理者への伝達が必要と判断される

箇所については、上記の点検結果欄に記入すること。 
 
 

５ 安全面で緊急対応が必要な箇所の報告                                 
前項の事項も参考に、特に人身事故のおそれなど安全面で緊急対応が必要と判断される箇所に

ついては、仕様書に基づき、点検終了後すみやかに施設管理者に説明すること。 
 

以 上 


